
令和 8 年度 越前市下水道使用料改定 住民説明会

くらしを支え、未来へつなぐ。

持続可能な
越前市の下水道事業をめざして
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今日お伝えしたいこと

① あなたの毎日を支える

朝から夜まで、見えないところで

② 下水道事業の課題

老朽化・人口減・物価高

③ 守って、未来へつなぐ

次の世代に渡せる下水道へ
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下水道の役割

朝起きてから夜まで、あなたの一日を支えています

朝、トイレ 洗面・歯みがき 食事・キッチン 洗たく おふろ 眠っている間も

蛇口の先、排水口の先で。
下水道は 24時間365日 休まず働いています。

越前市 建設部 上下水道課 3



役割1 街を清潔にする

もし、下水道が止まったら？

×

断水でトイレが使えない

令和6年 能登半島地震 では、

最大で約11万戸が断水し、
トイレが使えない状況が長く続きました。

水が流れず、避難所などの衛生環境が深刻な課題となりまし
た。
下水道は、地震や豪雨にも耐えられるよう備えておく必要が
あります。

下水道は「あって当たり前」ではなく、

日頃から守り、備えるもの です。

※ 能登半島地震の断水戸数は、公的機関の報告等に基づく概数です。

越前市 建設部 上下水道課 4



役割2 くらしを守り、浸水からも守る
見えないところで、毎日の安心を支えています

約550km

下水道管の総延長

76,０７９人

汚水を処理する人口（R7末）

24時間

365日 維持・監視

ふだん見えない地下で、約５５０kmの管が私たちのくらしを支えています。

※多くの地域は、汚水と雨水は別の管（分流式）です。越前市 建設部 上下水道課 5



役割3 身近な環境を守る
あなたが流した水は、きれいになって川へ還る

浄化センターで、微生物の力によってきれいに処理された水を、また川に戻しています。

越前市 建設部 上下水道課 6



役割4 エネルギー資源を循環し、収益を生み出す

捨てる
から

活かす

汚泥の共同処理

し尿などと一緒に処理し、

施設・維持費を削減

消化ガスを活用

温水プール・発電の燃料に

売却収益

太陽光発電

屋根貸しの収入

し尿受入の負担金

南越清掃組合からの収入

越前市 建設部 上下水道課 7



下水道事業に、3つの大きな課題

① 施設の老朽化
下水道管や設備が更新の時期にき

ています。

例）46年間使った自家発電を更新。

② 人口減少
人口が減り、使われる水が減り、下水

使用料収入も減少。

処理人口 7万6千人 → 6万9千人

（R7） （R18見込）

③ 物価高騰
電気代・人件費が上昇。

処理施設の電気代は2年で約3割増。

越前市 建設部 上下水道課 8



老朽化対策
下水道管・下水道施設の点検・更新が必要です

50年を超えた管 約5.6km

全体の約1.0％。、今後増加する。

5年に1回点検や、計画的な更新が必要。

こういった更新工事をしています

道路を掘らない「管更生」

ひび割れが破損につながり、
土砂が流入すると道路陥没の原因となる。

→内側から特殊な材料を用いて内側から補強し、
道路陥没を未然に防ぐ。

設備も計画的に更新

家久浄化センターの自家発電設備（46年経過）を更新。水

循環センター・今立浄化センター（供用開始から16年以上経

過）も順次更新します。

越前市 建設部 上下水道課 9



汚水処理人口の見通し
使う人は減る見込み、費用は上がっています

① 使う人が減る

76,０７９人 → 69,343人

令和７年度末 → 令和18年度 （予測）

使用料収入の減少に直結します。

※ 世帯数は単身世帯の増加でむしろ増加。普及率は上昇見込み。

② 費用が上がる

電気代 約 1.3倍

ガソリン 約 1.5倍

労務単価 約 1.7倍

処理施設の電気代は 2年で約3割増
（7,639万円 R4 → 9,976万円 R6）

越前市 建設部 上下水道課 10

（H16～R6 20年間）



経費を減らし、収入を増やす工夫をしています

費用を減らす

市職員を削減 24人→12人 に

（約50％減・年約6,500万円）

平成20年から民間委託を継続

水道課と下水道課を統合、

汚泥は共同処理

収入を確保

接続率 R1 87.3％ → R6 91.1％

（1％増で年約840万円）

使用料の収納率 99.49％（R1〜R6平均）

消化ガス・太陽光・し尿受入で事業外収入

越前市 建設部 上下水道課 11



工夫を重ねても、なお費用の増加に追い付きません

適正な下水道使用料はどうあるべきでしょうか・・・

汚水処理に必要な経費

約 9.5 億円

下水道使用料（収入）

約 7.6 億円
不足

約1.9億

現在、不足分は、

税金（一般会計）で

補っています。

下水道は、使う人の料金で支えるのが原則（独立採算）

本来は使用料でまかなうべき汚水処理の費用を税金で補い続けると、下水道を使っていない人にも負担が広がっ

てしまいます。

越前市 建設部 上下水道課 12



水道料金・下水道使用料等協議会

改定案は、第三者の協議会で検討しました

① 協議会を設置

令和7年5月

学識経験者・使用者代表など11名

② 計5回、審議

使用料体系や負担への影響を

さまざまな視点で検討

③ 答申

令和8年1月

市へ意見を提出

答申で示された「附帯意見」（市への注文）

● 急激な負担増にならないよう、段階的な引き上げで負担を平準化する

● 改定内容について、分かりやすい情報発信に努める

● 資産維持費の確保・経費削減・DXなどで経営の健全化に取り組む

越前市 建設部 上下水道課 13



使用料改定率は25％ですが、

まずは交付金で据え置き、

次に１２％改定、 最終的に２５％改定

現行使用料

２５％引き上げ

令和9年１０月～

１２％引き上げ

(検針月）

【参考】3～４人世帯
（20㎥/月）の場合

1か月３１９円（税込）の増

【参考】3～４人世帯
（20㎥/月）の場合

1か月６６５円（税込）の増

据え置き

令和9年４月～
令和９年９月

令和８年１０月～
令和９年３月

激変緩和措置（1年間）
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令和9年10月以降 ２５％改定したら、
我が家の影響はいくらになる？ 【１か月あたり、税込】

1か月あたりの使用料の目安（税込）

増額令和9年10月〜（25％）現行世帯のめやす

＋265円1,475円1,210円単身世帯など（8㎥）

＋521円2,608円2,087円2人世帯など（16㎥）

＋665円3,338円2,673円3〜4人世帯など（20㎥）

＋1,028円5,164円4,136円5〜6人世帯など（30㎥）

上の金額は最終的な水準です。

令和8年10月からの1年間は12％に抑え、さらに最初の6か月は交付金で実質的に現行のままです。

越前市 建設部 上下水道課 １５



下水料金表
公共下水道使用料・農林集落排水使用料 【１か月、税抜】

25％改定12％改定据え置き現行

R9.10.1～R9.4.1～
R9.9.30

R8.10.1～
R9.3.31～R8.9.30閉栓・検針時期

1,250円1,120円（０～５ｍ3）
1,000円

1,100円基本料金

25円22円（６～１０ｍ3）
新設 20円

－６～１０㎥

従
量
料
金

（
１
㎥
あ
た
り
）

166円149円133円133円１１～３０㎥

203円181円162円162円３１～５０㎥

221円198円177円177円５１～１００㎥

240円215円192円192円１０１～３00㎥

258円231円206円206円３01㎥～
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下水料金表
公共下水道使用料・農林集落排水使用料 【2か月、税抜】

25％改定12％改定据え置き現行

R9.10.1～R9.4.1～
R9.9.30

R8.10.1～
R9.3.31～R8.9.30閉栓・検針時期

2,500円2,240円（０～１０ｍ3）
2,000円

2,200円基本料金

25円22円（１１～２０ｍ3）
新設 20円

－１１㎥～２０㎥

従
量
料
金

（
１
㎥
あ
た
り
）

166円149円133円133円２１㎥～６０㎥

203円181円162円162円６１㎥～１００㎥

221円198円177円177円１０１㎥～２００㎥

240円215円192円192円２０１㎥～600㎥

258円231円206円206円601㎥～

１７



下水料金表
戸別公共浄化槽・平吹地区集落排水使用料 【１か月、税抜】

２５％改定１２％改定現行 →
一世帯当たり

2,875円
一世帯当たり

2,576円
一世帯当たり

2,300円
基本料金
(税抜)

世帯員一人当たり
625円

世帯員一人当たり
560円

世帯員一人当たり
500円

世帯員割料金
(税抜)

２５％改定１２％改定現行
8,250円7,392円6,600円１から7人槽

10,125円9,072円8,100円8 から 10人槽
14,125円12,656円11,300円11 から 15人槽
18,500円16,576円14,800円16 から 20人槽
26,875円24,080円21,500円21 から 30人槽
32,375円29,008円25,900円31 から 40人槽
37,875円33,936円30,300円41から 50人槽

一般住宅

その他

１８



下水料金表
戸別公共浄化槽・平吹地区集落排水使用料 【2か月、税抜】

２５％改定１２％改定現行 →
一世帯当たり

5,750円
一世帯当たり

5,152円
一世帯当たり

4,600円
基本料金
(税抜)

世帯員一人当たり
1,250円

世帯員一人当たり
1,120円

世帯員一人当たり
1,000円

世帯員割料金
(税抜)

２５％改定１２％改定現行
16,500円14,784円13,200円１から7人槽
20,250円18,144円16,200円8 から 10人槽
28,250円25,312円22,600円11 から 15人槽
37,000円33,152円29,600円16 から 20人槽
53,750円48,160円43,000円21 から 30人槽
64,750円58,016円51,800円31 から 40人槽
75,750円67,872円60,600円41から 50人槽

一般住宅

その他

１９



使用料は 下水道の安全安心を支えています

今日の安全安心

清潔な街・衛生環境
雨の日の浸水対策

災害への備え

地震・豪雨に耐える
施設の耐震化

次世代へ引き継ぐ

老朽化した施設の更新
資源を活かす循環

「今日の安全安心」 を守りながら、「持続可能な下水道」 を実現します。

越前市 建設部 上下水道課 ２０



今回の使用料改定の概要

改定率 25％引き上げ（令和8年6月市議会で議案を可決）

段階的に実施 令和９年 ４月〜 12％改定、 令和9年10月〜 25％改定

交付金で軽減 令和8年10月〜9年3月は、交付金で現行のまま据え置き

基本水量の見直し 1か月 10㎥ → 5㎥（一人暮らしの高齢者など少量使用の世帯に配慮）

実施時期
引上げの実施は令和８年１０月の検針分からですが、

実際の影響は、令和９年４月の検針分から

（令和9年2月検針日から4月検針日までの使用分）

越前市 建設部 上下水道課 ２１



下水道使用料早見表
（２か月分）

＜公共下水道・集落排水（平吹地区除く）＞

１２%改定



下水道使用料早見表
（２か月分）

＜公共下水道・集落排水（平吹地区除く）＞

２５%改定



安全で快適な下水道があるくらしを
ずっと守り続けていくために

市民のみなさまと共に、 を 目指していきます。持続可能な下水道事業

出前講座・施設見学のお申し込み、
ご意見・ご質問をお待ちしています
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ご清聴いただき

ありがとうございました

市下水道イメージキャラクター

みずまる


